
ネシアでの実地調査です。

わたしたちの研究科には多様で多彩な

人々が集っていて知的刺激に満ちています。

でも、知らない研究室のドアをノックするには

勇気がいるものです。学際的な教育・研究交

流ができるように大学院生皆さんのアカデミッ

クな社会的ネットワークを築くことが、アグリコ

クーンの大事なミッションです。さらに授業の

枠を越えて「農学友人の和」という見学ツアー

を2回企画しました（アサヒビール、サントネー

ジュワイン工場視察）。留学生の皆さんも含め、

学生と教職員のべ97名が参加しました。

農学は、長い伝統と歴史の積み重ねの中

で、有形無形の「知の糸」を紡いできました。

アグリコクーンは、専攻や研究室を互いに結

び、この知の糸を農学知のネットワークという

タペストリーに織り上げるためのプラットフォー

ムの提供をめざします。

大学院で学ぶ醍醐味は最先端の学問の成

果を知り、知の生まれる現場に立ち会えること

です。大事なのは、単なる知識の詰め込みで

はなく、新しい学問を生み出すための発想力

や構想力を磨くこと。現代の研究は高度に専

門化する一方で異分野の成果や手段を次々

と分析手法に取り入れるようになっていますの

で、自分の専門分野以外のことにも敏感にな

る必要があります。

新しい教育プログラムは、学外の企業、行政、

民間団体の方 に々、演習での講義や実習の

実施など、直接、間接さまざまな形でご協力

をいただいています。多くの実習はキャンパス

を飛び出して行われました。霞ヶ浦湖畔での

自然再生モニタリング、秩父演習林を利用し

たバイオマス利用実習、企業や分析機関で

の食品安全管理に関する実地研修、そして

農村開発やフードシステムに関するタイ・インド

学生諸君も含めて、私たちが「集う」場所の一

つが研究室である。研究室の安全衛生管理の

状況をみるために、7月から延べ13回の研究科

長パトロールを行い全研究室を廻った。廻って

みて当研究科は研究室の「集合体」であること

を改めて実感した。研究室は別の言い方では

町工場と言えるかもしれない。研究室の安全

衛生管理の状況は、社長に相当する教授の性

格と研究費の状況によって大凡決まるというこ

とも分かった。しかし研究科は研究室の単なる

「集合体」ではない。研究室は教育研究上の特

定の使命を持った組織として専攻や附属施設

を形成している。

東京大学は特定の使命を持った多くの研究

科・学部や研究所等の集合体である。これらは

縦割り組織といえるが、法人化以降、部局横断

型の研究機構やネットワークが総長室に続 と々

つくられている。当研究科では10年前から超専

攻として農学国際専攻を設置し、その後生圏シ

ステム学専攻を立ち上げた。また法人化以降

は専攻に跨って25ほどの研究グループをつくり、

さらにアグリバイオインフォマティクスやアグリコ

クーンという研究科共通科目を設定した専攻横

断型教育ユニットを立ち上げた。これらは農学

として取り組むべき重要な使命を産学のみなら

ず官民も加えた幅広い連携を軸として遂行す

ることを目指している。

こうしてみると従来の縦割り組織の欠点を新

たに横割り組織をつくることで克服しようとして

いることがわかる。新たな「集い方」が指向さ

れる時代になった。しかし個人力がない人々

の「集い方」をいくら模索しても、それは烏合の

衆といわれるであろう。基盤になるのは個人力

である。
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大学院農学生命科学研究科長・農学部長
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学部長室から

わたしたち農学生命科学研究科は2005年度に学際的

かつ専攻横断的な産学官民連携型の大学院教育

システム〔アグリコクーン〕を創設しました。食料・環境・

開発問題、生命・情報技術などをテーマに、ラボから

フィールド、自然科学から社会科学までカバーする農学

ならではの総合的なカリキュラムが組まれています。

2006年度は、修士１年の約半数の学生がどれかの

授業に参加しました。

Yayoi Highlight
産学官民連携型農学生命科学研究インキュベータ機構
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フォーラムグループ
「食の安全・安心」、「バイオマス利用」、「国際農業と

文化」、「生物多様性」、「情報利用」をテーマに、5つ

のフォーラムグループ（FG）が、食料、農業、環境、農

村に関するさまざまな問題について専攻を超えて学

際的に教育、研究、情報発信、連携交流を進めて

います。フォーラムグループはそれぞれ独立に活動して

いますが、アグリコクーンはこれらの活動を教務、広報

の面から日常的に支援して、フォーラムグループ相互

を有機的に結びつけています。

秩父演習林への外国人留学生見学旅行にて
オレンジ色のコートを着て、後列でVサインをしているのが會田先生

社会的ネットワーク
人と人との協力関係があって社会活動は円滑に進みま

す。家族やコミュニティ（地域的共同体）はもちろん、あら

ゆる人々のつながりは今、社会的ネットワークとして再解

釈されています。このことをⅠTビジネスに応用した「ソー

シャルネットワーキングサービス」も現れていますが、アカ

デミックな世界は昔から人の結び付きで成り立っている

のです。大学の中にも研究室のタテのネットワーク、同期

生のヨコのネットワークがあることに気づくでしょう。アグリ

コクーンは研究室、学年、そして大学の壁を取り除き、

縦横無尽に社会的ネットワークを張り巡らしたいと考えて

います。

農業・資源経済学専攻／アグリコクーン事務局
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助教授

アグリコクーン
2005年度日本学術振興会「魅力ある大学院教育

イニシアティブ」の採択を受けて、本研究科に産学官

民連携型農学生命科学研究インキュベータ機構

（通称アグリコクーン）が発足しました。この名前は、

この機構の英語名、AGricultural Research

Incubator - COmmunity for COOperative

Network of Administrative, Business, Public

and Academic Sectorsの頭文字からきています。5

つのフォーラムグループから構成され、62名の教員が

学際的な講義・演習・実習（研究科共通科目）を行

い、様 な々ワークショップ、勉強会も実施しています。

またBAG（ビジネス・アラムニ・アドバイザリーグループ）

として7企業・機関の方 に々サポーターになっていただ

いております。

AGRI-COCOON program

アグリコクーン

農学知のネットワーク

アグリコクーンの農学知のネットワーク

農学における
情報利用研究FG

食の安全・
安心FG

バイオマス
利用研究FG

FG
国際農業と
文化FG

学際的講義

海外実習 企業実習

ワークショップ
勉強会

　アグ
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　　農学の「わ」プロジェクト

この記事に関する詳細情報はこちらまで http://www.agc.a.u-tokyo.ac.jp/index.html


